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印 刷  ()北斗オフセット ょかわら 
市の人口 総数51,624人（男24,835・女26,789）世帯数14,943 (6 月30日現在） 	（毎月 2回 1日‘ 15日発行） 

中
国
残
留
孤
児
 

4
1年
ぶ
り
に
感
激
の
再
会
 

梅
田
出
身
の
福
士
さ
ん
 

わたくしたちの先人は、不焼不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活カに満ちた五所川原市を築き

上げました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 

（右から2人目） 。 その左隣りが父長四郎さん。 

一 	く 
ミュニティセンターで歓迎を受ける福士実さん 梅沢コ 

市 民 憲 章 （昭和59年10月 1日制定） 

⑥心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります 

⑥平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

〇文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 

中
国
残
留
日
本
人
孤
児
の
肉

親
捜
し
で
来
日
し
た
経
喜
貴
（ケ

イ
・
キ
キ
）
さ
ん
（
4
8）
は
六

月
十
七
日
、
市
内
梅
田
出
身
の

福
士
長
四
郎
ざ
ん
（
7
7漆
川
）
 

の
長
男
、
実
さ
ん
と
判
明
、
福

士
さ
ん
親
子
は
感
激
の
再
会
を
 
 

し
ま
し
た
。
 

福
士
さ
ん
親
子
は
翌
十
八
日

午
後
、
青
森
駅
に
出
迎
え
た
親

類
の
人
達
や
市
の
逆
瀬
川
清
巳

総
務
部
長
ら
と
と
も
に
五
所
川

原
入
り
。
実
さ
ん
に
と
っ
て
は

六
歳
の
頃
、
母
の
実
家
に
帰
郷
 
 

し
て
以
来
じ
つ
に
四
十

一
年
ぶ

り
の
里
帰
り
と
な
り
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
は
十
九
日
、
十
川

集
会
所
に
福
士
さ
ん
親
子
を
訪

ね
 
「生
き
て
再
会
す
る
こ
と
が

で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。
私

の
父
も
マ
ニ
ラ
で
戦
死
し
た
こ
 
 

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
皆
さ

ん
の
気
持
ち
は
良
く
わ
か
り
ま

す
。
今
度
は
家
族
も

一
緒
に
五

所
川
原
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
」
 

と
お
祝
い
と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉

を
述
べ
る
と
、
実
さ
ん
は
 
「皆

さ
ん
の
歓
迎
に
感
激
で
胸
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。
今
回
は
時
間
が

な
く
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
度
来

た
時
は
ゆ
っ
く
り
と
故
郷
を
見

た
い
。
ま
た
、
こ
の
感
激
を
中

国
の
人
達
に
伝
え
た
い
」
と
応

え
て
い
ま
し
た
。
 

実
さ
ん
は
滞
在
期
間
中
、
長

四
郎
さ
ん
の
実
家
の
あ
る
梅
田

地
区
の
人
達
や
梅
泉
小
全
校
児

童
達
の
歓
迎
会
に
出
席
、
ま
た

以
前
里
帰
り
し
た
時
泊
ま
っ
た

こ
と
の
あ
る
長
四
郎
さ
ん
の
実

家
を
訪
問
、
そ
し
て
同
地
区
の

慈
眼
寺
に
あ
る
母
キ
ヌ
さ
ん
の

墓
参
り
を
す
る
な
ど
故
郷
を
強

く
印
象
づ
け
、同
月
二
士

百
、
 

思
い
出
多
い
故
郷
を
あ
と
に
し

ま
し
た
。
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"
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あ
雄
た
も
 

ま
た
、
ホ
ー
ム
の
ス
ペ

ー
ス

が
許
す
か
ぎ
り
新
し
い
サ
ー
ク

ル
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
 

「泥
窯
師

（
陶芸
）
」
 
「ダ
ン

ス
」
な
ど
十

一
種
類
あ
り
、
こ

れ
ら
サ
ー
ク
ル
に
は
、
い
つ
で

も
仲
間
入
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
十
。
 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
と
は
？
 

利
用
者
の
横
の
つ
な
が
り
『
菊
栄
会
』
 

【
 

【
 

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
今
年
で
十

年
目
」
い
ま
や
働
く
若
者
の
語
ら
い
の
場
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
，
 

同
ホ
ー
ム
は
、
勤
労
青
少
年
（
十
五歳
以
上
、
三
十
歳
未
満
）
 

で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
 「仲
間
づ
く
り
」
趣

味
や
教
養
」
 
体
力
づ
く
り
」
な
ど
の
た
め
、
あ
な
た
も
仲
間

に
入
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

今
号
で
は
、
同
ホ
ー
ム
の
「
教
室
」
や
「
サ
ー
ク
ル
」
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

近
年
、
週
休
二
日
制
の
普
及

や
労
働
時
間
の
短
縮
な
ど
に
よ

り
、
余
暇
時
間
が
増
大
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
 

こ
れ
を
い
か
に
上
手
に
活
用
し
、
 

充
実
し
た
職
業
人
と
し
て
の
生

活
を
営
む
か
が
大
変
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
「」
 

な
ど
九
つ
の
教
室
が
開
か
れ
て

い
ま
す
。
 （
表参
照
）
 

同
ホ
ー
ム
に
は
、
こ
れ
ら
教

室
の
ほ
か
年
間
を
通
し
て
活
動

で
き
る
 
「サ
ー
ク
ル
」
が
あ
り
 

の
よ
う
な
観
点
か
ら
働
く
若
者

の
皆
さ
ん
が
仕
事
の
余
暇
な
ど

を
楽
し
く
有
意
義
に
過
ご
し
、
 

明
日
へ
の
勤
労
意
欲
を
養
う
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
若
者
達
が

共
に
語
り
合
い
、
多
く
の
体
験

を
通
し
て
仲
間
づ
く
り
を
進
め

な
が
ら
人
間
形
成
を
し
て
い
く

場
で
も
あ
り
ま
す
。
 

座
と
し
て
今
月
か
ら
開
き
人
気

を
集
め
て
い
ま
す
。
 

ま
す
。
こ
れ
は
、
利
用
者
の
み
 

な
さ
ん
が
自
主
的
に
つ
く
っ
て
 

い
る
も
の
で
、
現
在
「
吹
奏
楽
」
 

同
ホ
ー
ム
に
は
、
利
用
者
の

み
な
さ
ん
の
横
の
つ
な
が
り
と

し
て
「
菊
栄
会

（倉
光
秀
彰
会

長
）
」
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
 

ホ
ー
ム
の
活
動
の
主
体
的
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
 

菊
栄
会
で
は
、
 
「野
外
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
」
 
「ヤ
ン
グ
フ
 

サーク）レ会員一 

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
 
「ホ
ー
ム
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
 
「室
内
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
」
 
「は
た
ち
の

集
い
」
な
ど
多
く
の
行
事
を
主

催
ま
た
は
共
催
し
、
利
用
者
の

交
流
と
親
睦
を
図
っ
て
い
る
ほ

か
、
年
二
回
会
報
「
し
が
ま
っ

こ
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
 

月 火 水 木 金 土 
ブ 

硬鯵 
軟式テ二ス 

・

．っ
”
」
と
・
葉
 

・

に
〉一一
，
 お
  

、
I
ひ
 
茶

紅
く
  

，
、‘
 
タ
  

'
m
 

ン
 

・
・
 
ス
 

●

、
、
劇

だ
ー
 
演
  

J
、
く
 

ダ
  

、
●
 
ス
  

《
血
 

、
ノ
 

脅 
少林寺拳法 

がゃ 
羽 根 組 
(I（ドミントン） 

魯 
少林寺拳法 

融
窯
」
 

 
泥
く
 
師

ー
  

ノ
 

卓
く
 
一
 
卓
 

雷
会

瑚
 

湊f 

4f 

吹妻楽団 

4f 
4" 

吹奏楽団 

妙 
山 の 会 熊

  も
J
、
、
劇
  

I

演
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引年度 

くらしと趣味の教室 

教 室 名 定員数 曜日 に1" 
日 程 

巴」玉又 
前期 後期 

人 
火
  

回 

5
月
、

7

月
  

9

月
ー

1
1
 

 

紙ねんど工作 10 10 

料 	理 15 火 10 

陶 	芸 12 火 10 

茶 	道 10 火 10 

煎 	茶 10 水 10 

着 	付 10 木 10 

生 	け 	花 10 木
  

10 

ボ―ルペン字 10 木 10 

組 	ひ 	も 10 金
  

10 

若
者
の
語
ら
い

の
場
『
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
』
 

く
ら
し

と
趣
味

の
教
室
 

同
ホ
ー
ム
の
主
要
な
事
業
と
 

同
教
室
は
前
期
が
五
月
か
ら

し
て
「く
ら
し
と
趣
味
の
教
室
」
 
七

月
ま
で
、
後
期
が
九
月
か
ら

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
 

十

一
月
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
二
か

こ
れ
は
、
若
者
達
が
自
分
の
 

月
間
、
午
後
六
時
三
十
分
か
ら

趣
味
を
拡
げ
た
り
、
教
養
を
身
 

二
時
間
開
か
れ
て
い
ま
す
o
 

に
つ
け
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
 

さ
ら
に
今
年
は
、
地
域
か
ら

た
め
の
も
の
で
、
現
在
 
「紙
ね
 

特
に
要
望
の
高
か
っ
た
「
エ
ア

ん
ど
工
作
」
「
料
理
」
「
陶
芸
」
 
ロ
ビ

ク
ス
ダ
ン
ス
」
を
特
別
講
 

利
用
者
が

つ
く
る
サ

ー
ク
ル
 

シ 

」 

-i 
陳 

動労 
青少年ホーム 

I図書館 

鷺零警察署
亡］［二］ 

I下こ 

勤労青少年ホー 

ムはここです 

」~嘉Jii目 
一
 

菊
ケ
丘
運
動
公
園
 



p 
奄ろくろ，を使づて湯の 

泥窯師のメンバー 
、かり 

と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
 

さ
 
五
十
九
年
に
、
団
 

粉

と
昇
蘇

H
」
  

刻
、
年
開
催
。
そ
の
ほ
か
 

民
 
西
北
五
地
区
演
奏
会
、
 

市
 
中
学
校
や
高
校
の
文
 

化
祭
、
五
所
川
原
夏

ま
つ
り
な
ど
に
も
参
 

消
 
と
い
う
願
い
を
込
め

加
 
て
』
五
所
川
原
吹
奏
 

覧
で

開
い
て
以
来
、
毎
 

た
 
楽
団
」
と
名
称
を
変
 

W
 
更
し
発
足
。
そ
の
年
 

」蕪
鞠
羅
 

人．蔵が高いェアロ管分昌 

『利用証』 を差 

勤労青少年ホーム利用案内 
く利用手続＞ 

ホームの窓口で 『ホーム利用証交付申 

請書』 に必要な事項を記入し、 それを窓 

「1に提出してください。 『利用証』 を差 

し上げます。 利用証は、入館のつどホー 

ム窓口に提出してください。 

く利用料＞ 

ホームの利用は無拳Iです。 ただし、サ 

ークルや教室の材料費は自己負担となり 

ます。 

く開館時間＞ 午前9日寺～午後 9日寺 

く休館日＞ 

日曜日、祝日と同振替休日、年末年始 

七
年
程
前
に
五
一
中
、
 

五
所
高
の
ブ
ラ
バ
ン
O
 

B
の
間
か
ら
、五
所
川
 

津
軽
弁
で
子
ど
も
達
が
泥
遊

び
す
る
こ
と
を
“
泥
か
ま
し
）
 

と
い
う
が
、
こ
れ
を
も
じ
っ
て
 

「泥
窯
師
（
ど
ろ
か
ま
し
）
」
 

と
つ
け
た
と
い
う
。
い
わ
ば
大

人
の
泥
遊
び
と
い
う
意
味
。
し

か
し
、
当
の
本
人
達
は
真
剣
で

ア
マ
チ
ュ
ア
陶
芸
家
と
い
っ
た

と
こ
ろ
。
 

八
年
程
前
に
ホ
ー
ム
の
「
陶

芸
教
室
J
te
卒
業
生
が
中
心
と

な
っ
て
発
足
し
、
現
在
メ
ン
バ
 

ー
は
十
人

（う
ち
女
子
二
人
）
 

で
す
。
講
師
に
は
サ
ー
ク
ル
の

長
老
？
が
な
り
、
メ
ン
バ
ー
全

員
が
創
意
工
夫
し
、
自
分
の
個

性
を
生
か
し
な
が
ら
湯
の
み
、
 

花
び
ん
、
壷
、
灰
皿
な
ど
の
作
 
 

品
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
 

ま
た
、
毎
年
秋
に
開
か
れ
る
ホ
 

ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
 

メ
ン
バ
ー
が
つ
く
っ
た
作
品
が

展
示
、
即
売
さ
れ
人
気
を
集
め

て
い
ま
す
。
 

リ
ー
ダ
ー
の
鈴
木
潤
さ
ん
（
琶

は
、
 呈
年
程
前
か
ら
は
、
工

程
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
や
っ

て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
材

料
の
土
な
ど
も
自
分
達
で
探
し

て
採
っ
て
き
て
い
ま
す
。
と
に

か
く
、
つ
く
っ
て
み
て
自
分
で

満
足
の
い
く
形
や
色
が
で
き
た

時
が
一
番
う
れ
し
い
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。
 

あ
な
た
も
“
ろ
く
ろ
）
を
回

し
て
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
ク
 

,
 

原
に
も
吹
奏
楽
団
を
と
の
声
が

出
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
 

約
二
十
人
で
「吹
奏
楽
愛
好
会
」
 

ホ
ー
ム
開
館
十
周

年
記
念
と
し
て
、
今

月
開
講
さ
れ
た
ば
か

り
の
 
「エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
ダ
ン
ス
講
座
」
。
 

会
場
の
制
約
か
ら

先
着
三
十
人
で
締
切

っ
た
が
、
希
望
者
が

多
く
人
気
の
高
さ
を

う
か
が
わ
せ
ま
し
た
。
 

受
講
者
は
吉
村
千

秋
さ
ん
を
講
師
に
音

楽
の
リ
ズ
ム
に
乗
り
 
 

加
す
る
な
ど
、
今
で
は
同
吹
奏

楽
団
も
市
民
に
す
っ
か
り
な
じ

み
と
な
り
ま
し
た
。
 

現
在
メ
ン
バ
ー
は
三
十
二
人
 

（う
ち
女
子
が
十
四
人
）
で
、
 

楽
器
を
吹
い
て
い
る
時
が
一
番

楽
し
い
と
い
う
人
達
ば
か
り
。
 

出
身
校
も
本
市
の
み
な
ら
ず
、
 

青
森
市
や
弘
前
市
、
木
造
町
と

広
範
囲
。
 

二
十
二
歳
な
が
ら
団
長
を
務

め
る
奈
良
英
人
さ
ん
は
、
 「今

年
は
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
も
出

た
い
。
ま
た
、
将
来
は
五
所
川

原
の
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
を
つ
く
り

た
い
」
と
な
か
な
か
意
欲
的
。
 

あ
な
た
も
仲
間
入
り
し
て
み

ま
せ
ん
か
ノ・

 

1
 

'
 

、
 

」
 

一
 

一
 

一
 

一
 

③ 昭和61年（1986年） 7 月15日 	 広報こ‘しよが‘わら 	 （第619月 

サ
川
ル
泥
窯
師
 

 
（
ど
ろ
か
ま
し
）
 

篇裂 国ア回国クスダン昌 サークル五所川原吹奏楽団 

な
が
ら
全
員
快
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
 

「くらしと趣味の教室」や「サー量
など詳しいことは、市勤労青少年ホー 

ム（公343602番）  へお問い合わせ

ください。 Lーー．ー．ーーーーー”=＝一ーー”一ーー一．一一”ー＝=，ー．ー，ーー．」 



国道101号 

切囲国国兆寸 
高速交通網へのアクセス道路としての機能アップ 

広報ごしょがわら （第619号） ④ 昭和61年（1986年） 7月15日 

開通にあたってよろこびのテープ力 

祝賀会であいさつを述へる森田市長 

国
道
一
〇
一
号
は
、西
北
五

と
青
森
市
、
ま
た
今
月
三
十
日

に
全
面
開
通
す
る
東
北
縦
貫
自

動
車
道
の
浪
岡
I
c
（イ
ン
タ
 

ー
チ
ェ
ン
ジ
）
、
六
十
二
年
開

港
予
定
の
新
青森
空
港
な
ど
と

を
連
絡
す
る
当
地
域
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
路
線
で
す
。
 

同
路
線
で
は
現
在
、森
田
村
、
 

鯵
ケ
沢
町
な
ど
に
お
い
て
も
そ

れ
ぞ
れ
バ
イ
パ
ス
の
建
設
工
事

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
た

び
の
前
田
野
目
バ
イ
パ
ス
の
完

成
は
こ
れ
ら
の
先
駆
け
と
な
る

も
の
で
す
。
 

同
バ
イ
パ
ス
が
完
成
し
た
こ

と
に
よ
り
、
国
道
一
〇
一
号
は

こ
れ
ら
高
速
交
通
網
へ
の
ア
ク
 

頭 舞糾餌議ちび 
o の に の 

疑筆 
其月時ア 

昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
建
設
工
事
が進
め
ら
れ
て
い
た
「
国

道
一
〇
一
号
前
田
野
目
バイ
パ
ス
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
、
七
月

一
日
に
そ
の
渡
り
初
め
と
祝
賀
会
が行
わ
れ
、
完
成
を
祝
い
合

い
ま
し
た
。
 

同
バ
イ
パ
ス
は
、
国
道
一
〇

一
号前
田
野
目
区
間
の
急
こ
う

配
で
曲
折
し
た
部
分
を
改
良
す

る
こ
と
を
目
的
に
建
設
さ
れ
た

も
の
で
、
延
長
八
六
〇
）川
、幅

員
一
一
一
・一
一五
屑
（
車
道
六

・

五
H
、
除
雪
余
裕
幅
一
・
五
H

、
 

植
樹
帯

一
・
五
H
、
歩
道
二
・

〇
）”
、路
肩
〇
・
七
五
屑
）
、
 
 

総
事
業
費
七
億
三

1三
六
万
円

で
す
。
 

こ
の
日
の
午
前
十
時
三
十
分
、
 

花
火
を
合
図
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
、
関
係
者
が
車
二
十

台
で
渡
り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
会
場
を
市
中
央
公

民
館
に
移
し
約
百
人
が
出
席
し

て
祝
賀
会
を
行
い
、
森
田
市
長
 

が
 
「西
北
五
の
大
動
脈
で
あ
る

国
道
一
〇
一
号
の
長
年
の
懸
案

で
あ
っ
た
こ
の
バ
イ
パ
ス
が
完

成
し
、
誠
に
よ
ろ
こ
び
に
た
え

ま
せ
ん
。
こ
の
完
成
を
大
き
な

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
更
に
国
道

一
〇
一
号の
整
備
を
国
、
県
に

働
き
か
け
て
参
り
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
 

引
き
続
き
、
来
賓
を
代
表
し

て
県
土
木
部
長
代
理
の
小
原
敬

土
木
部
技
監
、
櫛
引
留
吉
県
議

の
二
人
が
 
「こ
の
バ
イ
パ
ス
の

完
成
が
産
業
経
済
の
発
展
は
も

と
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
に
も

大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

 

延長86 Omの前田野目バイパス全景 

 

r
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通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を
 

進
 

習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
 

貫
休
み
中

の
子
供
の
交
通
 

、
 

ノ

署
管

内
の
交
通

事
故

発
生
状

況
（
六
月
三
十
日
現
在
）
)
 

良
ポ
 
＼
 

鵬
 
轟
醜
 

瓦
軍
与
九

存
）
 

＠
 
▽
傷
者

ニ
四
」天
、
ほ
」
巨
 

離
、
 

原
 

(
 ）
内
は
昭
和
六
十
年
 

~ククタタ勿~多22勿zlmm~ 

I 消防職員募集 I 
蕊 
ミレ受験申込書受付押間 7月西日⑥～8月巧日③ミ 

ミレ試験職種及び採用人員 消防職 若干名 	ミ 

蕊レ受験資格 次の各号を満たす人 	 蕊 
煉 
ミ(1)昭和35年4月2日から日召和43年4月1日までにミ 

ミ生まれた男子 	 ミ 
ミ(2）高等学校卒業以上の学歴を有する人 	 ミ 

ミ(3）本年7月1 日以前から五所川原市に住所を有すミ 

ミ る人 	 ミ 
ミ(4）身体が健全で、身長が 1 60cm以上であること ミ 

鳶（5）両眼とも裸眼で視力 0.3以上、色覚が正常なこと蕊 
感 
蕊（6）自動車運転免許の晋通免許または大型免許をも蕊 

ミ？烈姿鷺三翌豊ーーーコ 	ミ 
ミレ第1次試験 8月24日⑩ 	 ミ 

ミン第2次試験 第1次試験合格者のみ 

8月24日⑩ 

第1次試験合格者のみ 

i 

,
 

飲
酒
運
転
追

放
な
ど

重
点
に
 

INl慕蕪 
七
月
二
十
一
日
か
ら七
月
1
11
 

十
日
ま
で
の
十
日
間
、
夏
の
交

通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
運
動
は
、
広
く
市
民
に

交
通
安
全
思
想
及
び
交
通
道
徳

を
啓
発
、
普
及
し
、
正
し
い
交
 
 

通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。
 

▽
期
間
 七
月
二
十
一
日
か

ら
七
月
三
十
日
ま
で
の
十
日
間

▽
運
動
の
重
点
 

①
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
 

健
康
で
文
化
的
な
よ
り
良
い

生
活
を
ー
 
六
月
二
十
五
日
、
 

市
民
文
化
会
館
で
 
「六
十
一
年

度
北
辰
大
学
」
の
開
講
式
が
行

わ
れ
、
本
年
度
の
学
習
が
ス
タ
 

ー
ト
し
ま
し
た
。
 

同
大
学
は
、
六
十
歳
以
上
の

男
女
を
入
学
資
格
に
、
市
教
育

委
員
会
が
昭
和
四
十
八
年
度
か

ら
開
い
て
い
る
も
の
で
今
年
度

で
十
四
回
目
。
 

開
講
式
に
は
、
森
田
市
長
を

は
じ
め
鈴
木
教
育
長
、
学
生
な
 
 

事
故
防
止
 

③
一
輪
車

（
原付
自
転
車
を

含
む
）
の
交
通
事
故
防
止
 

④
右
年
運
転
者
に
よ
る
飲
酒
 

・

暴
走
運
転
の
追
放
 

交
通
安
全
運
動
は
、
私
た
ち

の
生
活
を
守
る
運
動
で
す
。
 

当
市
で
も
、
例
年
子
供
の
夏

休
み
、
夏
の
行
楽
、
お
盆
の
帰

省
等
に
よ
る
交
通
事
故
が
、
「」
 

の
時
期
に
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
 

悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
愛
す

る
家
族
の
尊
い
命
を
守
る
た
め
、
 

市
民
一
人
ひと
り
の
自
覚
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ど
約
百
六
十
人
が
出
席
。
鈴
木

教
育
長
が
 
「健
康
に
気
を
つ
け

て
気
軽
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
」
 

と
式
辞
。
 

引
き
続
き
、森
田
市
長
が
「こ

の
大
学
で存
分
に
勉
強
さ
れ
、
 

学
ぱ
れ
た
こ
と
を
五
所
川
原
発

展
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
、
ま
た
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
葛
西
会

長
が
 
「人
の
た
め
、
世
の
た
め

に
大
学
で
大
い
に
学ん
で
く
だ

さ
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
そ
 
 

飲
酒
、
暴
走
運
転
追
放
 

市

民
総
決

起
大

会
 

み
ん
な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
 

マ
日
時
 
七
月
十
八
日
（
金）
 

午
後
二
時
か
ら
三
時
三
十
分
ま

で
。
 

▽
場
所
 
市
役
所
前
お
祭
り

広
場
 

▽
行
事
内
容
 
大
会
宣
言
後
、
 

県
警
察
本
部
音
楽
隊
等
で
中
心

街
を
パ
レ
ー
ド
し
、
交
通
事
故

防
止
を
呼
び
か
け
ま
す
。
 

纏
一
 

れ
ぞ
れ
述
べ
ま
し
た
。
 

同
大
学
は
三
年
次
で
卒
業
で

す
が
、
卒
業
後
も
聴
講
生
と
し

て
受
講
で
き
、
現
在
八
十
八
歳

で
十
三
年
間
も
学
ん
で
い
る
と

い
う
大
変
熱
心
な人
も
い
ま
す
。
 

学
生
の
皆
さ
ん
は
今
後
、
来
年

三
月
ま
で
の
間
に
「
健
康
」
「歴

史
」
 
「文
化
」
 
「レ
ク
リ
エ

ー
 

シ
ョ
ン
」
等
幅
広
い
内
容
を
十

回
に
わ
た
っ
て
学
習
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

一夏の交通安全運動一 
7月21日～30日 

 

蕊レ子み火三’Iりじ＋“」三‘、ー。レノ、vノでき、ノHドソ U「、ロど 'Ivひr寒
ミ 課に提出してくたさい（申込書は消防本部総務ミ 

ミ 課に芭リます）。 

ミ D採用予定年月日 否年叩月二日以ド鋒ー 	ミ 

ミ 詳しいことは、五所川原地竺消防事務組合消防ミ

ミ本部 (ffK4382番 市内岩木町）ノ＼お問い合わせミ 

ミください。 	 ミ 
~ ’ 

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
求
め
て
 

ー
北

辰
大
学

開
講
ー
 



8

月
期
分
の
老
齢

福
祉
年
金
を
受
け

た
ら

証
書
の
提

出
を
 

要
で
す
。
 

（保
険
年
金
課
）
 

市役所の電話番号は35'2 111 番 

無料『法律相談所 1 

お気軽にどうぞク L 職I1UQ)然西 

『
 

ー
 

7

月
は
 

一

一
固
定
資
産
税
2
期
一

健
康
保
険
税

I
期
 

の
納
期
で
す
 

一
 

（
市
収
納
課）
 

観音林遺跡発掘調査

―般参加者募集

レ募集人員 30人、先着順

無料奉仕） 

＞持参するもの 移植ベラ

昼食 

D集合場所 現地集合 

レ発掘時間 午前9時から

戸 午後4時まで 

ン休業日 日曜日及び雨天

日 

レその他 m参加できる日

をお知らせください。(2) 
小中学生及び高校生は、 

教師または保護者の引率

が必要です 

）申込み先 7月21日⑩ま
でに、市教育委員会社会

教育課（廿内線250 番）ノ、 

r
 

昭和61年（1986年） 7 月15日 

県
国
民
年
金
課
で
は
、
毎
年

一
回
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る

方
の
所
得
と
公
的
年
金
額
の
調

査
、
お
よ
び
配
偶
者
と
扶
養
義

務
者
の
所
得
審
査
を
行
い
、
向

こ
う

一
年
間
の
福
祉
年
金
支
給

額
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
 

郵
便
局
で
、
八
月
分
の
老
齢

福
祉
年
金
を
受
給
し
ま
し
た
ら

早
め
に
そ
の
国
民
年
金
証
書
を
 

市
役
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

も
し
提
出
を
忘
れ
ま
す
と
、
 

十

一
月
か
ら
の
老
齢
福
祉
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
 

な
お
、
法
律
改
正
に
よ
り
障

害
福
祉
年
金
な
ど
は
、
基
礎
年

金
に
移
行
し
、
す
で
に
新
し
い

証
書
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
 

こ
の
方
の
回
収
に
つ
い
て
は
不
 

含田昭寸目一費含飽

野圏国のロ目園図会 
ン申し込み締切 ワ月25日
定員 100人 

詳しいことは、西北労働

基準協会（ft⑩63 36番）/\ 
お問い合わせください 

広報ごしょがわら 

交通事故をはじめ、土地、i 
家屋の問題、金銭の貸し借 i 

り、離婚、相続等と私達の I 
暮らしにはいろいろな問題~ 

が起こります。法律上の問~ 

題は、早目に専門家の意見 i 

を聴き、的確な解決を図る~ 

ことが大切です。 	！ 

レ日時 7 月26日①午後 li 

時～ 4 時 	 i 

レ場所 市民課市民相談室 I 

レ担当弁護士 三上裕先生~ 

レ申し込み先 市民相談室~ 

(ft内線281'282番） 	I 

相談申し込みは電話でも I 
受付けます。 氏名と本目談事 I 

項、電話番号をお知らせく i 
ださい。 	 ’ 

らせていただきます。 	~ 

（第619号） ⑥ 

市では、夏まつり期間中の 

8 月 4 日（月）、 5 日の、 6 日困、 

7 日（丞）の 4 日間、 ゴミ収集時

間を朝 7 時に繰り上げで収集

します。 

ゴミの収集日にあたってい

る町一内の人達は、定められて

いるゴミ集積所へ朝 7 時まて、 

にゴミを出してください。 

定められた場所、 日時を守

るよう、みんなで注意しあい

ましょう。 

市て1ま、粗大ゴミの収

集はしていません。 

粗大ゴミは、 自ら埋立

地等に処理するか、 ゴミ

収集業者に依頼して処分

をお願いします。 

（市衛生課） 

~ 

、 
『農地の あ っ せん』 
	 ノ 

市農業委員会では、農地を売りたい人や貸し

たい人を対象に、毎月あっせん委員会を開いて

います。 ご利用ください。 

あっせんの特典事項等は次のとおりですが、 

くわしいことは市農業委員会事務局（内線 229 

番）または地区の農業委員にお間い合わせくだ

さい。 

あっせんに該当するもの 

レ売りたい・貸したい人 

農地の所有者から土地の売渡しまたは貸付

けについて、特定の相手方を指定しないであ

っせんの申し出があった場合 

レ買いたい‘借りたい人 

あらかじめ農業委員会の 「あっせん譲受け

等候補者名簿」 に登録されている農家から土

地を買受けまたは借り受けたい旨の申し出が

あった場合 

なお、不動産業者などの仲介により既に取

引が行われているものや売主や買主との間で

売買契約が行われているものは該当になりま

せんコ 

税や融資等の特典 

レあっせんにより農地を売った場合 

譲渡所得税 500万円の特別控除が認められる。 

ンあっせんにより農地を買った場合 

①登録免許税率認bb
から 1

1,gb6に軽減。 
②不動産取得税の課税標準がその土地価格の

子に軽減 

③農地取得資金（年 3分 5 厘、 3年据置き 25 

年償還）が優先的に借りられ、借入れ金額

は個人 1,200万円、法人 4,800万円 

児童扶養手当、特別児 

童扶養手当の現況届を 
現在受給されている人は、毎年 1 回8 月に 

その年の 8 月 1 日現在の状況を届け出ること 

になっています。下の表の関係書類を添付し 
届け出をしでください。この届け出をしない 
と、 8 月以降の手当を受けられません。 

D届出期間 
8 月 1 日～ 8 月20日 

レ持参するもの 
児童扶養手当証書、特別児童扶養手当証書、 

印鑑、その他別表を参照してください。 

レ提出先 
市福祉事務所児童係（ft内線243番） 

※なお法の一部改正によって 8 月 1 日から支 
給額が変わります。 

児童扶養手当現況届添付書類 
区 	分~ 添 	付 	書 	類 

離 	婚 L 世帯全員の住民票 

死 	亡 L世帯全員の住民票 

遺 	棄 L世帯全員の住民票 
2.本人の申立書及び福祉事務所長等の証明 

拘 	禁 1．世帯全員の住民栗 
z刑務所長等の証明 

未 婚の 母 l 鞭銀雛羅（抄）本 
生 死 不 明 携差錫磐騒等の証明 
養 育 者 l 籍緩銭騒生委員等の証明 
母の別居監議 L世帯全員の住民果 

2．別居監護の申立書及び学校長等の証明 

他市町村（他 

鷺戴与カ’ 
61年 1 月 2 日以降に転入した場合、前住

地の市町村長の60年分所得証明 

障 	害 1.i 輪昌縞鷺は診断書） 



果
樹
共
済
制
度
は
、
 

国
が
掛
金
の
半
分
を
負
 

担
し
、
り
ん
ご
農
家
が
 

災
害
を
受
け
た
場
合
に
 

被
害
額
の
一
部
を
補
て
 

ん
し
て
農
家
経
営
の
安
 

定
を
図
ろ
う
と
い
う
制
 

度
で
す
。
 

農
業
技
術
で
は
、
ど
 

ら
つ
して
も
カ
バ
ー
で
き
 

な
い
自
然
災
害
が
過
去
 

何
回
と
な
く
発
生
し
、
 

昨
年
の
台
風
に
続
い
て
 

本
年
も
カ
ラ
マ
ツ
に
よ
 

る
減
収
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

り
ん
ご
農
家
の
み
な
さ
ん
／
 

「掛
金
は
、
り
ん
ご
づ
く
り
の

生
産
費
の
一
部
で
す
」
。
今
後

の
災
害
に
備
え
て
極
力
加
入
い

た
し
ま
し
ょ
う
。
 

な
お
同
共
済
の
う
ち
、
総
合

方
式
に
つ
い
て
は
七
月
末
頃
ま

で
受
付
中
で
、
ま
だ
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
五
所
川
原

市
農
業
共
済
組
合
（
廿
⑩
二
」
1
 

二
六
番
）
、
ま
た
は
市
農
林
課

云
内
線

二
一
五
番
）
へ
お
問
 

、
 

果
樹
共
済
に
加
入
を

万
 

⑥ 共済掛金及び共済金額（掛金は、半分国で負担します） 
100箱（2000kg ）当りでは、次のとおりです。賦課金を含む） 

\ 

1 類（津軽） 2 類（スター） 3類（フジ） 

謡 掛 金 議 掛 金 譲 掛 金 

総合 方式 26万 「
円
 

 

14万 7,000
N 28万 」

円
 暴風雨方式 31万 3

.
2
5
5

N
  

15万 2.2胃 30万 4,800N 

’霧kひよ 31万 m
円
  

15万 3・暫 30万 5.700
N 

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

▽
開
催
日
 
八
月
四
日
（
月
）
 

▽
参
加
申
し
込
み
締
切
 
七
月

二
十
五
日
（
金
）
 

お
申
し
込
み
や
詳
し
い
こ
と

は
、
青
矢

A
議
所
事
務
局
（
廿

⑩
四
O
四
九
番
 
産
経
会
館
四

階
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

五
所

川
原
青
年
会
議
所
 

「虫
お
く
り
火
ま
つ
り
」
を

市
民
の
ま
つ
り
と
し
て
大
き
く

飛
躍
さ
せ
る
た
め
に
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
 

卿
虫
お
く
り
火
ま
っ
沼
渉
狸

H
 

．
→
 ！
 

ま
す
。
 

「布

民
の
み
な
さ
ん
 

騰
一
 

縫
 

一学校体育施設 開放 
ン開放校 中央小学校及び

五所川原第一中学校 

）期間 7 月から11月まで 

D運動種目及び利用時間 

●中央小学校・バレーボー 

ル…毎週火曜日・軽スポ 

ーツ （キックボール）・・, 

毎週水曜日・卓球・・‘毎週

木曜日 

●第一中学校・バレーボー 

ル、軽スポーツ・・・毎週火 

・木曜日 いずれも午後 

7 時から 9 時まで。 

ン間い合わせ及び申込み先

市教育委員会社会教育課 

（か内線248番）へ。 

市民絵画教室 

レ日時 7 月25日⑨～27日

⑧ 3 日間 

レ場所 市民体育館 

レ講師 伊藤正規画伯（梅

田出身、日展審査員、光

風会審査員） 

ン内容 洋画、水彩画、素描

レ受講料 無料。ただし、 

用具等は各自持参のこと。~ 

D参加対象 中‘高校生及~ 

び一 般 	~ 
D申し込み先 7 月22日の~ 

までに市教育委員会社会~ 

教育課（。内線250番）へ。  ~ 
I 

~ 
を 

~ 

~ 
I 
I 
~ 
, 
' 
I ' 
2 
5 
' 
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市役所の電話番号は⑩2111番 

陸奥湾一周駅伝競 
走大会選手選考会 

。を 第 4 回陸奥湾一周駅伝競 

「家事介護サービ 
L講習会一受講 
家事介護の職種に就業しようとす

る婦人に対し、基本的な知識と技術

を習得させるものです。 

レ日時 9 月 4 日～10月 6 日（22日
間）午前10時～午後 3時30分 

D場所 市働く婦人の家 

レ応募資格 ホームヘルパー、家政 I 
婦、病院付添い、パートの家事手 I 
伝い等を希望する60歳未満の婦人 
（全日程を受講できる人）。 

）受講料 無料 

）募集人員 30人（先着順） 	~ 

D持参するもの 筆記用具、印鑑、 I 
昼食、その他必要の都度指示しま I 
す。 	 1 
お申し込みや詳しいことは、市働 I 

く婦人の家（云⑩8898番）佐々木相~ 
談員へどうぞ。  

移勲件目談日変更

のおしらせ 

8 月の移動相談日を次
のとおり変更いたします 

8 月13日弓・8 月14日困な
お場所（産経会館）、時間 

（午前10時30分～午後 2 
時30分）は変わりません。 

弘前社会保険事務所 

第14回げんと忌
参加者募集 

レ日時 8 月 4 日⑧午

前10時30分 

ン場所 津軽フラワー 

センターげんと碑前

当日午前10時に市民

文化会館前からバスが

出ますのでご利用くだ

さい。 

レ懇話会 会費 2,200 

円。懇話会に参加ご希

望の人は、 7 月31日ま

でにお申し込みくださ

いo 

レ間い合わせ先 市中

央公民館（廿 )6056番ノ  

走大会（10月 5 日（亘））に出 

場する市代表選手（選手20 

人、補欠若干）の選考会を ー． 

次のとおり開きますので、 ， 

出場希望の人は、ふるって 

ご参加ください。 

ン選考日時 

第1 回 7 月27日（⑨ 

第 2 回 8 月31日（③ 

午前 9 時から、北斗グラ 

ウン ドで受付けします。 

レ選考場所北斗グラウンド 

レ競技方法（①）中学男女、高 

校女子、一般女子… J3キロ 

メートル②高校男子、一般 

男子・・・約6キロメートル。 

レ参加資格 市内居住者、 

高校・大学生は市出身者と 

します。 

レ間い合わせ先 市教育委 

員会社会教育課（廿内線 2 

48 番）へ。 

消
火
器
の
悪
質
な
 

a馴
訪蝿
婆
醸
詳
 



たばこは、市内から 
買いましょう 

マイルドセフ’ン1箱（220円）につき、41円40銭

がたばこ消費税として市の収入になります。 

俳 

旬
 

対
馬
 
障
子
 

五
所
川
原
俳
句
会
提
供
 

針
も
て
ば
心
ま
ぎ
れ
て
花
う
つ
ぎ
 

女
下
駄
き
っ
ち
り
並
べ
著
義
の
花
 

松
宮
 
梗
子
 

城
堆
や
み
ど
り
に
映
え
て
絹
の
雨
 

斎
藤
今
日
子
 

父
の
日
や
水
田
に
足
形
大
き
か
り
 

・
 

成
田
 
市
子
 

嫁
き
し
子
の
声
聞
く
こ
と
も
母
の
日
や
 

野
村
 
と
し
 

藤
の
花
キ
ラ
キ
ラ
揺
れ
る
畑
テ
ー
プ
 斎

藤
 
さ
だ
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（第619号）⑧ 

8月の『保健センター相談日』 

8 月 8 H ・15日‘ 22日・29日で、す （毎週金 

●在日） 

レ時問 午育t「10時～午後 3時 

ン内容 保健如｝が血圧測定、尿検査を含め 

た健康相談に応5じますので、赤ちゃんか 

らお年寄りまで、お気軽にご利用くださ 

お問い合わせは市衛生課（廿内線268番）へ。 

はしか予防接種 
市では麻疹（はしか）の予防接種を行い

ます。 該当する子どもさんがおられる人は

お申し込みください。 なお、すでに麻疹に 

~ かかった子一どもさんは接種（7ン必要はありま 

’ 	せん。 

D対象幼児 昭和59年1 月 1 日から昭和60 

年 2 月28日まて、に生まれた幼児（当日は母 

子手帳をご持参ください）。 

レ申し込み期間 8 月 1 日＠）から 9 日①）ま 

て各。 ただし日曜日は除く。 

レ実施期間 9 月1 日から 6 日まで。 

お申し込みは市衛生課窓口へどうぞ。 受 

診券を発行いたします。 

お問い合わせは市衛生課（内線272番）へ。 

I 休日・夜間の意葡i’一ーー I 
I 	一在’医師讐讐消防r二 I 
I 容35一 2019番コ 

（救急医療部会） 

市役所の電話番号は⑩1ln番 

健康コーナー 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健センター 

レ受付時間 午後1 時～1 時30分まで。 

ン持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。3 歳児は尿検

査も行いますので、当日きれいに洗った小ビンに尿を入れ

てもってきてください。 

麺主意① 6 か月児健康相談の際に神経芽細胞腫（小児がん） 

の検査セットを配付しますが、当日つごうで来れない場合は

検査セットを衛生課窓口にて配付いたしますので、 6 か月、 

7 か月の赤ちゃんは、ぜひおいでください。 

※注意②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さんはご遠

慮ください。 

月 	齢 対 象 児 期 	日 内 	容 

3 カ 月 児 昭和61年 4 月生 8月12日因 健康診査 

6 カ 月 児 昭和61年 1月生 8 月19日因 健康相談 

1 	才 	児 昭和60年 7 月生 8 月25日（月） 健康相談 

1才 6 カ月児 昭和60年 2 月生 8 月26日因 健康診査 

3 	才 	児 昭和58年 4 月生 8 月21日困 健康診査 

ミ昌ドッ勿号目 Iお包 g 
市では、40歳以上の市民を対象に成人病の早期発見、早期治

療を目的としたミニドックを実施いたします。 対象となる人

は積極的に受けるようにしてください。 

レ実施期問 8 月1 日⑨から 9 月30日のまて二 

）実施時間 医療機関によって実施時間が違いますので申し

込み時にお知らせいたします。 

）受診方法 受診を希望する人は市衛生課窓口で、受診記録

票の交付を受け、希望する医療機関で受診してください。 

ン受診料 1 ,000円（申し込み時お ただし70歳以上の方、生

活保護世帯、市民税非課税世帯の方は無料（申し込みの際

証明書を提出してください）。 

レ診査項目 診察、身体測定、心電図、尿検査、貧血検査、 
肝機能検査 

レ問い合わせ先 市衛生課（内線272 番） 

◇実施医療機関◇ 

小 笠 原 内 科 医 院 白 生 会 胃 腸 病 院 

兼平内科小児科医院 佐 	々 	木 医 院 

JII i奇胃腸科内科医院 佐藤内科小児科医院 

冨田胃腸科内科医院 佐藤仁外科胃腸科医院 

西 北 中 央 病 ‘完 荘 司 内 科 医 院 

木 村 内 科 医 院 白戸胃腸科外科医院 

田辺胃腸科外科医院 森 	田 	診 療 所 

対馬内科小児科医院 三 好 診 療 所 

中 村 内 科 医 院 森内科小児科医院 

増 	田 	病 	院 江 	渡 	医 	院 

復 明 堂 医 院 健生病院五所川原診療所 

~g、メ、，～ー， 
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